
プログラム

9月13日（水）

イブニングセミナー　消化器治療戦略　変わりゆく内視鏡治療の最前線	 	
	 17:20 ～ 18:20

座長：五井　孝憲（福井大学外科学（1）教室　消化器外科／乳腺・内分泌外科／小児外科 教授）

ES-1 〇平松　活志
社会福祉法人恩賜財団済生会　福井県済生会病院 内科

ES-2 〇市川　大輔
山梨大学医学部 外科学講座第一教室

 共催：コヴィディエンジャパン株式会社

９月14日（木）

開会の辞	 8:55 ～ 9:00

当番会長：五井　孝憲（ 福井大学外科学（1）教室　消化器外科／  
乳腺・内分泌外科／小児外科 教授）

主題セッション①　高度進行消化器癌に対するベストプラクティス	 9:00 ～ 10:15

座長：廣野　靖夫（福井大学医学部附属病院　がん診療推進センター）　	
松橋　延壽（岐阜大学大学院医学研究科　消化器外科・小児外科）

M1-1 食道浸潤を伴う高度進行噴門部胃癌に対する術前化学療法後の経裂孔アプローチ腹腔
鏡下胃全摘術の治療成績

〇山崎　公靖、望月　清孝、伊達　博三、渡邊　良平、田代　良彦、 
野垣　航二、松田　和広、草野　智一、渡辺　　誠、青木　武士

昭和大学 医学部 消化器・一般外科

M1-2 当院の Stage IV 胃癌に対する conversion surgery の予測因子と治療成績
〇矢後　彰一、佐藤　　渉、小倉　巧也、笠原　康平、沼田　正勝、 

渡邉　　純、熊本　宜文、佐藤　　勉、武田　和永、國崎　主税
横浜市立大学附属市民総合医療センター 消化器病センター外科
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M1-3 当科における cStageIV 胃癌に対する化学療法後胃切除の検討
〇丸山　　傑、赤池　英憲、河口　賀彦、仲山　　孝、齊藤　　亮、 

滝口　光一、庄田　勝俊、白石　謙介、古屋　信二、市川　大輔
山梨大学医学部附属病院 第1外科

M1-4 大腸癌腹膜播種に対する腫瘍減量手術および腹腔内温熱化学療法の治療成績
〇森川　充洋 1）、前川　展廣 1）、嶋田　通明 1）、呉林　秀崇 1）、澤井　利次 1）、 

小練　研司 1）、村上　　真 1）、廣野　靖夫 2）、片山　寛次 3）、五井　孝憲 1）

福井大学 第一外科 1）、福井大学 がん診療推進センター 2）、さくら病院 外科 3）

M1-5 エンコラフェニブ + ビニメチニブ + セツキシマブ併用療法で完全奏効を得た直腸癌の
１例

〇湯澤安梨沙、矢田　茉佑、粟津　崇仁、福嶋　浩文、芹澤　信子、 
澁谷　智義、北條麻理子、永原　章仁

順天堂大学 消化器内科

M1-6 進行下部直腸癌に対する術前治療の取り組みと短期成績
〇三宅　　亨 1）、小島　正継 1）、谷　総一郎 1）、全　　有美 1）、仁科　勇佑 1）、 

清水　智治 2）、谷　　眞至 1）

滋賀医科大学 外科学講座 1）、滋賀医科大学医学部附属病院 医療安全管理部 2）

M1-7 化学放射線療法後に広範な再燃を来たした肛門管癌に対して会陰再建を伴う骨盤内臓
全摘術を施行した 1 例

〇天海　博之、丸山　哲郎、丸山　通広、大平　　学、今西　俊介、 
遠藤　悟史、栃木　　透、上里　昌也、廣砂　琢也、松原　久裕

千葉大学 大学院医学研究院先端応用外科学

M1-8 当科における乳房外 Paget 病 19 例の診療経験
〇廣砂　琢也、荒澤　孝裕、丸山　哲郎、木下麻優子、比毛修太郎、 

貝沼　駿介、天海　博之、中野　　明、上里　昌也、松原　久裕
千葉大学大学院医学研究院 先端応用外科学

主題セッション②　炎症性腸疾患の治療と未来への展望	 10:15 ～ 10:45

座長：蜂谷　　修（山形大学医学部附属病院　感染制御部）

M2-1 5-ASA 製剤による好酸球性肺炎がステロイド終了後に顕在化した高齢発症潰瘍性大腸
炎の１例

〇髙馬　將郎、丸山　貴史、澁谷　智義、野村　　慧、野村　　収、 
福嶋　浩文、村上　　敬、石川　　大、北條麻理子、永原　章仁

順天堂大学医学部附属順天堂医院 消化器内科学講座

M2-2 Crohn 病加療中に合併した重複腸管潰瘍部出血に対して、腹腔鏡下小腸部分切除術を施
行した１例

〇前川　展廣 1）、森川　充洋 1）、呉林　秀崇 1）、澤井　利次 1）、玉木　雅人 1）、 
小練　研司 1）、村上　　真 1）、廣野　靖夫 2）、五井　孝憲 1）

福井大学 第一外科 1）、福井大学医学部付属病院 がん診療推進センター 2）
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M2-3 潰瘍性大腸炎における抗 TNF α抗体製剤の有効性を予測する粘膜サイトカイン発現
〇内山　和彦 1）、高木　智久 1,2）、村上　瑛基 1）、朝枝　興平 1）、内藤　裕二 3）、 

伊藤　義人 1）

京都府立医科大学 消化器内科 1）、京都府立医科大学 医療フロンティア展開学 2）、
京都府立医科大学 生体免疫栄養学講座 3）

研修医アワード	 10:45 ～ 11:15

座長：永原　章仁（順天堂大学消化器内科）　　　　　　　　　　　　　　		　　　　	
審査員：國崎　主税（横浜市立大学附属市民総合医療センター　消化器病センター　外科）	

柴田　　近（東北医科薬科大学　消化器外科）　　　　　　　　　　　　　　　

A-1 胃癌に対する薬物治療中に上部尿路外溢流をきたした 1 例
〇荒木　滉平 1）、並川　　努 1）、宇都宮正人 1）、丸井　　輝 1）、横田啓一郎 1）、 

前田　広道 1）、北川　博之 2）、小林　道也 3）、花﨑　和弘 4）、瀬尾　　智 1）

高知大学 医学部外科学講座 1）、高知大学 医学部附属病院手術部 2）、 
高知大学 医学部医療学講座医療管理学分野 3）、 
高知大学 医学部附属病院次世代医療創造センター 4）

A-2 TS-1+CDDP による術前化学療法が奏功し手術加療で切除し得た胃 MiNEN の 1 例
〇須藤　　翔 1）、速水　史郎 1）、澤田　洋平 1）、立田　哲也 1）、菊池　英純 1）、 

珍田　大輔 1）、西谷　大輔 2）、小倉　雄太 3）、山岸晋一朗 4）、櫻庭　裕丈 1）

弘前大学大学院医学研究科 消化器血液内科学講座 1）、 
青森労災病院 消化器内科 2）、青森労災病院 外科 3）、青森労災病院 病理診断部 4）

A-3 遠位胆管癌との鑑別が困難だった follicular cholangitis の 1 例
〇眞柄　里衣 1）、小練　研司 1）、田海　統之 1）、呉林　秀崇 1）、澤井　利次 1）、 

森川　充洋 1）、玉木　雅人 1）、村上　　真 1）、廣野　靖夫 2）、五井　孝憲 1）

福井大学 福井大学第一外科 1）、福井大学 がん診療推進センター 2）

A-4 急性胆のう炎に対する経皮経肝胆のうドレナージ後の至適手術時期についての検討
〇矢尾　龍一、松中　喬之、坂本　聡子、小畑　真介、杉森　順二、竹内　一雄
市立敦賀病院 外科

主題セッション③　肝胆膵疾患の病態生理研究と治療の最前線	 11:15 ～ 12:10

座長：村上　　真（福井大学　第一外科）			　	
松本　逸平（近畿大学外科肝胆膵部門）

M3-1 閉塞性黄疸における M2BPGi の意義
〇石井　範洋、播本　憲史、奥山　隆之、関　　貴臣、萩原　　慶、 

星野　弘毅、塚越真梨子、五十嵐隆通、新木健一郎、調　　　憲
群馬大学 総合外科学講座肝胆膵外科学
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M3-2 切除不能進行肝細胞癌に対するレンバチニブ投与により肝切除術（conversion surgery）
を施行しえた２例

〇田中　寛人、雨宮　秀武、三枝　悠人、斉藤　　亮、中田　祐紀、 
川井田博充、古屋　信二、赤池　英憲、河口　賀彦、市川　大輔

山梨大学 医学部 第１外科

M3-3 腫瘤形成型肝内胆管癌の早期再発に対する術前予後予測因子の検討
〇春名　孝洋、上田　純志、松下　　晃、川野　陽一、清水　哲也、 

室川　剛廣、入江　利幸、大野　　崇、吉森　大悟、吉田　　寛
日本医科大学付属病院 消化器外科

M3-4 5mm 以上 20mm 以下の胆嚢小隆起性病変手術例の検討
〇福岡　秀哲 1）、小練　研司 1）、呉林　秀崇 1）、澤井　利次 1）、森川　充洋 1）、 

玉木　雅人 1）、村上　　真 1）、廣野　靖夫 2）、五井　孝憲 1）

福井大学 第一外科 1）、福井大学 がん診療推進センター 2）

M3-5 当院における遠隔転移を有する膵癌に対する conversion surgery の治療成績
〇東　　敏弥、村瀬　勝俊、久野　真史、深田　真宏、田島ジェシー雄、 

木山　　茂、田中　善宏、奥村　直樹、松橋　延壽
岐阜大学 消化器外科

M3-6 膵癌個別化医療の可能性～ EOB-MRI を用いた血中パクリタキセル濃度予測～
〇髙﨑　祐介、大久保裕直、牛尾　真子、波間　大輔、鈴木　彬実、 

石井　重登、藤澤　聡郎、伊佐山浩通
順天堂大学医学部附属順天堂医院 消化器内科

ランチョンセミナー　	 12:20 ～ 13:20

座長：大辻　英吾（京都府立医科大学大学院医学研究科 消化器外科学）

LS	 周術期管理に必要な腸内細菌叢研究の知見
〇遠藤　　格
横浜市立大学　消化器・腫瘍外科学

 共催：ミヤリサン製薬株式会社

スポンサードシンポジウム1	 13:25 ～ 14:25

座長：坂本　一博（順天堂大学医学部　下部消化管外科）

SS-1	 がんゲノム医療と新規治療開発の展望
〇土原　一哉
国立がん研究センター　先端医療開発センター

 共催：中外製薬株式会社
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主題セッション④　消化器疾患に対する新規バイオマーカーの探索と応用	 14:30 ～ 15:25

座長：櫻本　信一（埼玉医科大学国際医療センター　消化器外科）	
竹内　一雄（市立敦賀病院）　　　　　　　　　　　　　

M4-1 進行胃癌における腫瘍浸潤リンパ球による腫瘍抑制効果と末梢血好中球リンパ球比と
の関連

〇中林　雄大、木内　　純、窪田　　健、大橋　拓馬、西別府敬士、 
大辻　英吾

京都府立医科大学 消化器外科

M4-2 大腸癌 Stage Ⅰ - Ⅲにおける FAR（フィブリノーゲン・アルブミン比）の検討
〇嶋田　通明 1）、田海　統之 1）、呉林　秀崇 1）、澤井　利次 1）、森川　充洋 1）、 

玉木　雅人 1）、小練　研司 1）、村上　　真 1）、廣野　靖夫 2）、五井　孝憲 1）

福井大学医学部 第一外科 1）、福井大学病院 がん診療推進センター 2）

M4-3 深層学習イメージサイトメトリーを用いた術前化学放射線療法後の直腸癌の新規予後
因子の探索

〇安達　祐里 1）、山下　公大 1）、長坂　　暢 2）、澤田隆一郎 1）、長谷川　寛 1）、 
松田　　武 1）、後藤　裕信 1）、金治　新悟 1）、押切　太郎 1）、掛地　吉弘 1）

神戸大学大学院 医学部医学研究科 外科学講座 食道胃腸外科 1）、 
医療法人AIキュレーション協会 2）

M4-4 食道癌における KCNB1 の機能解析と臨床的意義
〇髙見　尚郁、塩崎　　敦、太田　敦貴、清水　浩紀、小西　博貴、 

栗生　宜明、生駒　久視、窪田　　健、藤原　　斉、大辻　英吾
京都府立医科大学 消化器外科

M4-5 オキサリプラチン（Oxaliplatin）ベースの術後補助化学療法を受けた大腸癌患者におけ
る LAT1 高発現と予後不良および再発との関連

〇柴崎　雄太 1）、横堀　武彦 2）、塩井　生馬 1）、岡田　拓久 1）、大曽根　勝也 1）、
白石　卓也 1）、小川　博臣 1）、宗田　　真 1）、調　　　憲 1）、佐伯　浩司 1）

群馬大学 総合外科学講座 1）、群馬大学 未来先端研究機構統合腫瘍学部門 2）

M4-6 血中酸化ストレスの測定は大腸癌患者における腫瘍量の変化を表す有用なバイオマー
カーである

〇澤井　利次 1）、嶋田　通明 1）、田海　統之 1）、呉林　秀崇 1）、森川　充洋 1）、 
小練　研司 1）、玉木　雅人 1）、村上　　真 1）、廣野　靖夫 2）、五井　孝憲 1）

福井大学 第一外科 1）、福井大学 がん診療推進センター 2）
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スポンサードシンポジウム2　	 15:30 ～ 16:30

座長：李　　相雄（大阪医科薬科大学医学部　一般・消化器外科）

SS-2	 胃がん患者における栄養管理の実際と課題について　～適切な支持療法によるQOL向
上と化学療法の継続～

〇今村　博司
市立豊中病院　消化器外科

 共催：第一三共株式会社

一般演題：症例報告	 16:35 ～ 17:45

座長：吉田　　寛（日本医科大学消化器外科）　　　		　	
新倉　量太（東京医科大学　消化器内視鏡学分野）

O-1 人間ドック受診者のバレット粘膜伸展リスクに関する検討
〇川口　章吾 1）、珍田　大輔 1）、下山　　克 2）、櫻庭　裕丈 1）

弘前大学大学院 医学研究科 消化器血液内科学講座 1）、青森総合健診センター 2）

O-2 食道 GIST に対する外科的治療戦略～根治性と低侵襲の両立を目指して～
〇遠藤　真英、田中　善宏、佐藤　悠太、洞口　　岳、山本　一雄、 

田島ジェシー雄、木山　　茂、奧村　直樹、村瀬　勝俊、松橋　延壽
岐阜大学 消化器外科

O-3 PPI の長期使用によって、胃底腺ポリープが著明に増加・増大した１例
〇椿　　貴佳 1,2）、橋詰まさみ 3）、石坂　泰三 4）、阿部　和男 4）、加藤　啓明 4）

福井大学医学部附属病院 がん診療推進センター 1）、坂井市立三国病院 外科 2）、 
坂井市立三国病院 内視鏡室 3）、坂井市立三国病院 内科 4）

O-4 A 型胃炎に合併し術前に詳細な内視鏡観察を行った Type1 胃 NET の 1 例
〇速水　史郎、澤田　洋平、太田　真二、立田　哲也、蓮井　桂介、 

菊池　英純、平賀　寛人、珍田　大輔、櫻庭　裕丈
弘前大学 大学院医学研究科消化器血液内科学講座

O-5 胃癌肝転移に対して SOX+ ニボルマブで CR 後、新規に胃癌を発症し胃全摘を施行した
１例

〇鳥海　哲郎、小林　亮太、高畠　和也、江原　　玄、李　　世翼、 
宮脇　　豊、佐藤　　弘、櫻本　信一

埼玉医大国際医療センター 消化器外科

O-6 穿孔性出血性十二指腸潰瘍に対して over-the-scope clip （OTSC） system を用いた止血
法が有効であった 1 例

〇田邉　美奈 1）、田邉　　聡 2）、久保田　陽 3）、和田　拓也 1）、草野　　央 1）

北里大学 医学部消化器内科学 1）、海老名総合病院 消化器内科 2）、 
平塚共済病院 消化器内科 3）
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O-7 麻痺性イレウスに伴う小腸穿孔により診断に至った Segmental absence of intestinal 
musculature（SAIM）の１例

〇酒井　　淳 1）、石部　敦士 1）、村岡枝里香 2）、山中　正二 2）、竹下　裕介 1）、 
中川　和也 1）、小澤真由美 1）、秋山　浩利 1）、藤井　誠志 2）、遠藤　　格 1）

横浜市立大学附属病院 消化器外科 1）、横浜市立大学附属病院 病理診断科 2）

O-8 肝転移と腹膜播種を伴う上行結腸癌に対して CAPOX+BEV 療法を施行し、完全奏功が
得られ長期生存している 1 例

〇丸井　　輝 1）、岡本　　健 2）、田中　智規 1）、前田　将宏 1）、山口　　祥 1）、 
藤澤　和音 1）、前田　広道 1）、小林　道也 2）、瀬尾　　智 1）

高知大学 医学部 外科学講座 1）、高知大学 医学部 医療学講座医療管理学分野 2）

O-9 バリウム性虫垂炎に対して保存的加療を施行し、バリウムが自然排石され改善した 1 例
〇小林　純也、伊藤　聖顕、皆川　知洋、池野　嘉信、平崎　憲範、 

加藤　　成、吉羽　秀麿、土居　幸司、川上　義行、青竹　利治
福井赤十字病院 外科

O-10 魚骨による大腸穿孔の３症例
〇坂本　聡子、矢尾　龍一、松中　喬之、小畑　真介、杉森　順二、竹内　一雄
市立敦賀病院 外科

表彰・閉会の辞	 17:45 ～ 17:55

当番会長：五井　孝憲（ 福井大学外科学（1）教室　消化器外科／  
乳腺・内分泌外科／小児外科 教授）

　　会長：國崎　主税（ 横浜市立大学附属市民総合医療センター　  
消化器病センター　外科）

次期当番会長挨拶	 17:55 ～ 18:05

次期当番会長：永原　章仁（順天堂大学消化器内科）
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